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9 8Ⅰ 武士の肖像　喜多見重勝

１　

喜
多
見
久
大
夫
肖
像
画
〈
模
写
〉

━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━

紙
本
著
色

原
画
筆
者　
　
　

狩
野
安
信

原
画
賛
者　
　
　

木
庵
性
瑫

模
写
筆
者　
　
　

不
詳

原
画
作
成
年
代　

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）

模
写
年
代　
　
　

不
詳　

縦
七
六
・
五
㎝
×
横
三
六
・
二
㎝

寄
託
品

Ⅰ 

武
士
の
肖
像

　　
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）、
豊
臣
秀
吉
が
、
か
ね
て
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
北
条
氏
を
攻
め

る
と
、
久
大
夫
の
父
・
江
戸
勝
重
（
の
ち
北
見
勝
忠
と
改
称
）
は
、
北
条
氏
康
の
女
婿
で
あ
る

主
君
・
吉
良
氏う
じ
と
も朝

と
共
に
北
条
氏
の
居
城
・
小
田
原
城
に
立
て
籠こ

も
り
、
秀
吉
の
軍
勢
と
戦
っ

た
。
し
か
し
、
三
ヶ
月
の
籠
城
の
末
、
豊
臣
勢
の
大
軍
の
前
に
小
田
原
城
は
敢
え
な
く
陥
落
し
、

戦
い
は
北
条
方
の
敗
北
に
終
わ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
江
戸
勝
重
は
先
祖
伝
来
の
地
・
中
丸
郷
北

見
（
現
世
田
谷
区
喜
多
見
）
に
潜
伏
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
一
方
、
北
条
氏
に
代
わ
っ
て
関
東
に
入
国
し
た
徳と
く
が
わ
い
え
や
す

川
家
康
は
、
戦
役
の
の
ち
関
東
各
地
に
潜

居
し
て
い
た
旧
家
・
名
族
の
者
た
ち
を
家
臣
に
取
り
立
て
、
そ
の
優
遇
策
を
計
っ
た
。
文ぶ
ん
ろ
く禄
元

年
（
一
五
九
二
）、
江
戸
勝
重
も
、
本
領
北
見
村
五
〇
〇
石
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、

勝
重
は
、家
康
の
新
し
い
居
城
の
名
と
同
じ
「
江
戸
」
の
称
を
名
乗
る
こ
と
を
憚
は
ば
か

っ
て
北
見
（
の

ち
喜
多
見
の
字
を
当
て
る
）
に
改
姓
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
　

　
こ
う
し
て
、
家
康
の
家
臣
と
な
っ
た
北
見
勝
忠
は
、
大
坂
の
役え
き

な
ど
で
戦
功
を
あ
げ
、
幕
府

の
重
用
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
堺
さ
か
い

奉
行
と
な
り
（
後
に

摂せ
っ
つ津

・
河か
わ
ち内

・
和い
ず
み泉

の
国
奉
行
を
兼
ね
る
）、
畿
内
の
幕
ば
く
り
ょ
う領

支
配
に
そ
の
手し
ゅ
わ
ん腕

を
発は
っ
き揮

し
た
。

ま
た
、
武ぶ
け
ち
ゃ

家
茶
の
第
一
人
者
・
古ふ
る
た
お
り
べ

田
織
部
か
ら
茶
湯
を
習
い
、
大だ
い
と
く
じ

徳
寺
派
の
僧
・
沢た
く
あ
ん庵

宗そ
う
ほ
う彭

や

小こ
ぼ
り
え
ん
し
ゅ
う

堀
遠
州
と
い
っ
た
文
化
人
と
も
親
交
を
深
く
し
、
喜
多
見
流
茶
道
の
基
礎
を
築
い
た
。
生
涯

を
通
じ
て
親
し
く
交
わ
っ
た
。

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

喜
多
見
重
勝
〈
き
た
み 

し
げ
か
つ
〉

慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
～
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）

　

重
勝
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
堺
奉
行
な
ど
を
勤
め
た
喜
多
見
若
狭
守
勝
忠
の
三
男
で
、

自
ら
も
一
五
〇
〇
石
を
知
行
し
、
目
付
・
大
坂
目
代
な
ど
の
幕
府
要
職
を
歴
任
し
た
。

通
称
を
久
大
夫
と
い
う
。
ま
た
、
茶
湯
を
、
佐
久
間
将
監
・
小
堀
遠
州
ら
に
学
び
、
茶

人
と
し
て
の
誉
れ
が
高
く
、
喜
多
見
流
茶
道
を
創
始
し
た
。

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

喜
多
見
勝
忠

正
忠

重
恒

重
政

重
勝

（
久
大
夫
）

重
治

（
久
大
夫
の
外
孫
）

＊
側
用
人

女
子

女
子

女
子

女
子

女
子

勝
政

勝
元

＊

＊
勘
定
奉
行

伊
丹
勝
長

（
勝
境
院
）＊

佐
久
間
将
監

大
草
高
正

（
三
十
八
歳
で
死
去
）

正
盛

＊
老
中

高
盛

正
直

堀
田
正
吉

女
子

正
則

＊
老
中

＊
老
中

＊
老
中

正
往

正
勝

春
日
局

＊
稲
葉
正
成

某

＊
朽
木
稙
綱

＊

稙
昌

喜 

多 

見 

氏 

系 

図

＊
は
大
名

□
内
は
、
久
大
夫
茶
会
記
に
名
前
の
見
え
る
人

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』・「
喜
多
見
氏
系
図
」（『
大
蔵
村
旧
事
考
・
喜
多
見
村
旧
事
考
』
所
収
）・『
土
芥
寇
讎
記
』
よ
り
作
成
。

（
喜
多
見
勝
忠
の
養
女
と
な
り
、
石
谷

武
清
に
嫁
す
。
重
政
の
実
母
）

（
喜
多
見
勝
忠
の
養
女
と
な
り
、〈『
土

芥
寇
讎
記
』
に
は
春
日
局
養
女
と
あ

る
〉
伊
丹
勝
政
に
嫁
す
）

喜
多
見 

重
勝



49 48Ⅱ 代官の肖像　大場弥十郎

８　

弥
十
郎
肖
像
〈
稿
本
〉

━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━

紙
本
著
色

筆
者　

不
詳

作
成
年
代　

江
戸
時
代
後
期

縦
三
九
・
三
㎝
×
横
二
八
・
〇
㎝

大
場
代
官
屋
敷
保
存
会
蔵

Ⅲ 

代
官
の
肖
像

　
こ
の
絵
〔
８
〕
の
像
主
・
大
場
弥
十
郎
は
、
世
田
谷
代
官
大
場
家
の
第
十
代
の
当
主
で
、
民

政
に
意
を
尽
く
し
た
名
代
官
と
し
て
誉
れ
が
高
い
。

　
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
十
一
月
十
一
日
、遠
江
国
周
智
郡
下
山
梨
村
（
静
岡
県
袋
井
市
）
に
、

農
民
・
久
野
金
右
衛
門
宗
保
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
名
を
金
蔵
、
初
名
を
宗
寿
と
い
う
。

の
ち
、
旗
本
五
井
松
平
家
の
用
人
を
勤
め
て
い
た
伯
父
金
原
新
左
衛
門
信
成
の
養
子
と
な
っ
て

江
戸
に
出
た
が
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）、
三
十
四
歳
の
時
、
養
家
を
辞
し
て
大
場
家
の
跡

継
ぎ
と
な
っ
た
。
の
ち
、
諱
を
宗
寿
か
ら
景
運
に
改
め
て
い
る
。

　
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
の
「
景
運
」
と
い
う
諱
は
、
義
父
の
諱

「
盛も
り
ゆ
き征

」
に
因
ん
で
「
か
げ
ゆ
き
」
と
訓
じ
さ
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（「
運
」
を
名
乗
り
に

使
用
す
る
場
合
、
カ
ズ
、
ヤ
ス
、
ユ
キ
の
い
づ
れ
か
で
あ
る
）。

　
弥
十
郎
の
最
初
の
妻
は
、
先
代
源
吾
興
弘
の
未
亡
人
梅
（
再
婚
後
、
小
枝
と
改
名
）
で
、
興

弘
と
の
間
に
は
、
既
に
二
男
一
女
が
あ
っ
た
。
時
に
梅
二
十
六
歳
。

　
翌
六
年
四
月
、
弥
十
郎
は
世
田
谷
代
官
に
就
任
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
三
ヶ
月
後
の
同

年
七
月
に
は
、
早
速
、
民
政
改
革
に
着
手
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
佐
野
奉
行
出
府
御
着
伺
」

の
簡
素
化
を
藩
に
願
い
出
て
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
佐
野
奉
行
は
例
年
九
月
頃
、世
田
谷
領
内
の
村
々
を
廻
っ
て
視
察
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
が
、

奉
行
が
江
戸
に
到
着
す
る
日
、世
田
谷
二
十
ヶ
村
の
名
主
全
員
が
お
の
お
の
村
民
一
名
を
伴
い
、

「
出
府
御
着
伺
」
と
称
し
て
桜
田
の
上
屋
敷
へ
挨
拶
に
行
く
の
が
古
く
か
ら
の
習
わ
し
で
あ
っ

た
。

　
こ
の
年
九
月
二
十
七
日
に
実
施
さ
れ
た
将
軍
世
子
家
慶
の
御
宮
参
り
に
際
し
て
、そ
の
途
上
、

桜
田
の
井
伊
家
上
屋
敷
に
御
成
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
井
伊
家
上
屋
敷

は
、
そ
の
準
備
を
す
る
幕
府
役
人
等
が
多
数
出
入
り
し
て
混
雑
を
極
め
て
お
り
、
領
民
が
大
挙

し
て
挨
拶
に
出
向
く
の
も
憚
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
弥
十
郎
は
、
そ
れ
を
良
い
機
会

と
捉
え
、「
出
府
御
着
伺
」
を
総
代
三
名
の
み
の
挨
拶
に
改
め
る
よ
う
進
言
し
た
。
こ
の
進
言

が
認
め
ら
れ
て
、
以
後
そ
れ
が
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
九
月
に
は
、
先
代
弘
興
の
時
、
願
い
出
て
果
た
せ
な
か
っ

た
「
豪
徳
寺
祠
堂
金
制
度
」
の
廃
止
を
、
再
度
、
佐
野
奉
行
岡
見
半
夫
に
願
い
出
て
い
る
。「
豪

徳
寺
祠
堂
金
制
度
」
と
い
う
の
は
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
に
井
伊
家
か
ら
豪
徳
寺
へ
寄
進

さ
れ
た
廟
所
永
年
供
養
料
五
〇
〇
両
（
祠
堂
金
）
を
原
資
と
し
て
、
そ
れ
を
世
田
谷
領
民
へ
貸

し
付
け
、
年
一
割
の
利
息
を
納
め
さ
せ
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
段

階
で
、
世
田
谷
領
民
の
借
財
は
、
二
三
五
両
余
り
に
達
し
て
お
り
、
元
金
完
済
の
目
途
も
た
っ

て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
毎
年
、
年
貢
の
ほ
か
に
利
息
金
二
十
三
両
余
を

納
め
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が
領
民
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
弥
十
郎
が
佐
野
奉
行
に
提
出
し
た
元
金
帳
消
し
の
願
書
も
、一
旦
は
即
座
に
却
下
さ
れ
た
が
、

諦
め
ず
に
粘
り
強
く
交
渉
し
た
結
果
、
翌
年
七
月
、
十
年
後
の
完
全
撤
廃
を
勝
ち
取
っ
た
の
で

あ
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、「
御
救
米
制
度
」
の
確
立
、「
潰
株
百
姓
」
の
再
興
、「
農
民
夫
役
負
担
」

の
軽
減
な
ど
、
次
か
ら
次
へ
と
民
政
改
革
を
実
現
さ
せ
、
領
民
の
生
活
向
上
に
貢
献
し
た
。
そ

の
功
績
に
よ
り
、
弥
十
郎
は
士
分
（
一
代
限
り
の
歩
行
）
に
取
り
立
て
ら
れ
、
跡
を
継
い
だ
隼

之
助
か
ら
は
代
々
歩
行
の
家
柄
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、弥
十
郎
は
高
い
教
養
と
識
見
を
も
っ
て
多
く
の
貴
重
な
著
作
を
残
し
て
い
る
。
特
に
、

職
務
の
指
針
と
し
て
著
し
た
『
世
田
谷
勤
事
録
』『
自
然
賛
』『
県
の
礎
』、
世
田
谷
領
の
歴
史

を
編
年
体
で
綴
っ
た
『
公
私
世
田
谷
年
代
記
』、
大
場
家
の
一
年
の
仕
来
り
・
行
事
を
記
録
し

た
『
家
例
年
中
行
事
』
は
、
世
田
谷
の
歴
史
を
知
る
上
で
貴
重
な
文
献
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
、
漢
詩
・
和
歌
等
も
嗜
ん
だ
。

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

大
場
弥
十
郎
〈
お
お
ば 

や
じ
ゅ
う
ろ
う
〉

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
～
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

　

彦
根
藩
世
田
谷
領 

代
官
。
大
場
家
第
十
代
の
当
主
。
遠
江
国
周
智
郡
下
山
梨
村
（
静

岡
県
袋
井
市
）
に
久
野
金
右
衛
門
宗
保
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
名
を
金
蔵
、
初

名 

を
宗
寿
（
の
ち
景
運
）
と
い
う
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）、
世
田
谷
代
官
大 

場
家

の
跡
継
ぎ
と
な
り
、
翌
年
代
官
の
職
に
就
く
。
代
官
就
任
早
々
、
民
政 

改
革
に
着
手
し
、

多
く
の
業
績
を
上
げ
た
。

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

大
場 

弥
十
郎
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石
井
至
穀
肖
像
画

━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━
━

絹
本
油
彩

筆
者　

狩
野
松
州

作
成
年
代　

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

縦
三
一
・
六
㎝
×
横
二
七
・
一
㎝

寄
託
品

Ⅲ 

文
人
の
肖
像

　
石
井
氏
が
大
蔵
の
地
に
は
じ
め
て
居
を
構
え
た
の
は
、
後
北
条
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
石
井
良

覚
な
る
人
物
の
時
代
で
あ
っ
た
と
い
う
。
至
穀
に
よ
れ
ば
、
良
覚
は
大
永
年
間
（
一
五
二
一
～

八
年
）
に
、
大
蔵
村
内
「
殿
山
」
の
地
に
居
を
構
え
て
村
内
の
開
発
に
当
た
っ
た
と
い
う
。
し

か
し
、
こ
の
良
覚
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
外
ほ
と
ん
ど
何
も
わ
か
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
石
井
家
で
も
、
北
条
氏
康
に
仕
え
た
内
匠
助
（
ま
た
の
名
を
八
大
夫
と
い
う
）
兼
実

と
い
う
人
物
を
そ
の
初
代
当
主
と
し
て
い
る
。

　
因
み
に
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
の
十
二
月
十
八
日
に
世
田
谷
城
主
・
吉
良
頼
康
が
発
給

し
た
太
平
（
＝
大
平
清
九
郎
）
宛
て
の
年
貢
皆
済
目
録
（
下
の
写
真
）
に
は
「
石
井
戸
」
の
地

名
も
新
開
地
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

              　
　

大
蔵
村
年
貢
四
十
五
貫
皆
納
、
石
井
戸
新

                  　
　

開
弐
貫
、
満
願
寺
へ
一
貫
分
夫
銭
ニ

                  　
　

七
百
五
十
す
ミ
、
つ
□
夫
ニ
二
百
五
十
、

                  　
　

慥
済
者
也
、

                  　
　

芝
村
十
一
貫
皆
納
、

                  　
　

高
田
分
二
十
貫
皆
納
、

                  　
　

坂
戸
河
原
十
二
貫
皆
納
、

                  　
　

熊
沢
分
五
貫
皆
納
、

                  　
　
　
　
　
　
　
　
　

丙

                        　
　
　

弘
治
二
年   　

十
二
月
十
八
日

                  　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰

                　
　
　
　
　

  　
　
　

太
平
殿

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

石
井
至
穀
〈
い
し
い 

し
こ
く
〉安

永
七
年
（
一
七
七
八
）
～
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）

　

大
蔵
村
名
主
・
石
井
市
郎
右
衛
門
（
諱
は
広
昌
、
春
翁
と
号
す
）
の
長
男
。
幼
名
を

万
之
助
と
い
い
、
の
ち
、
市
右
衛
門
、
内
蔵
丞
、
内
蔵
允
な
ど
と
称
し
た
。
ま
た
、
最

初
の
諱
を
兼
傍
と
い
い
、
以
後
、
兼
知
、
雅
知
、
盛
時
、
盛
時
、
至
穀
と
改
名
。
天
明

八
年
（
一
七
八
八
）、
江
戸
牛
込
山
伏
町
の
儒
学
者
・
高
瀬
隆
斎
方
に
寄
宿
し
、
四
書
の

句
読
を
学
ぶ
。
翌
寛
政
元
年
、
林
大
学
頭
の
学
頭
・
長
坂
徳
右
衛
門
に
入
門
。
文
化
六

年
（
一
八
〇
九
）
十
一
月
、
幕
府
御
家
人
株
を
譲
り
受
け
幕
臣
と
な
り
、
七
〇
俵
五
人

扶
持
を
給
さ
れ
る
。
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）、「
古
今
要
覧
」
編
集
御
用
を
仰
せ
付
け

ら
れ
、
そ
の
編
集
責
任
者
・
屋
代
弘
賢
か
ら
考
証
学
の
手
解
き
を
受
け
る
。
嘉
永
四
年

（
一
八
五
一
）、
書
物
奉
行
に
昇
進
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）、
布
衣
を
許
さ
れ
、
本
禄

一
〇
〇
石
、
勤
務
中
足
高
・
扶
持
と
も
三
〇
〇
俵
を
給
さ
れ
た
。

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

石
井 

至
穀

吉良頼康印判状
（大平清九郎宛年貢皆済目録／大平家文書）
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【
賛
翻
刻
】

　
追
加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
永
四
乙
未
年
出
生

天
保
七
丙
申
年
春
両
人
同
道
ニ
而
　
　
　
　
　
釈 

善
策
　
福
田
岡
右
衛
門

上
京
、
東
本
願
寺
江
願
上
両
人
共
　
　
　
　
　
　
　
　
父
ハ
大
蔵
村
安
藤
茂
兵
衛

二
月
廿
二
日
御
剃
刀
頂
戴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
ハ
大
蔵
村
石
井
直
右
衛
門
妹

御
門
主
大
僧
正
達
如
上
人
御
代

也
、
即
日
旅
宿
ニ
而
両
人
共
落
髪
、
法
　
　
　
　
　
安
永
九
庚
子
年
出
生

名
者
先
年
御
本
尊
頂
戴
之
節
、
御
裏
江
　
　
　
釈
尼 

妙
言
　
妻
女
　
と
め

記
被
下
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

父
ハ
大
蔵
村
石
井
直
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
ハ
宇
奈
根
村
山
中
九
左
衛
門
娘

右
岡
右
衛
門
実
家
に
在
て
ハ
茂
八
と
云
、
三
十
一
歳
之
時
、
母
之
実
家
石
井
藤
八

病
死
せ
り
、
子
息
谷
三
郎
幼
年
に
付
後
見
と
し
て
茂
八
を
貰
請
、
藤
八
妹
と
め
を

                                                                                                      

此
節
藤
八
父

以
て
是
に
め
あ
わ
せ
、
こ
れ
よ
り
岡
右
衛
門
と
改
名
し
て
谷
三
郎
を
守
立
、

                                                                                                      

直
右
衛
門
七
十
余
才

存
命
ゆ
へ
、
諸
事

                       

夫
よ
り
十
五
ヶ
年
之
後
、
谷
三
郎
成
長
に
依
て
岡
右
衛
門
者
祖
師
ヶ
谷
村

老
父
之
計
ひ
な
り

福
田
甚
左
衛
門
所
持
の
水
車
を
貰
受
、
祖
師
谷
村
へ
引
移
、
数
年
之
後
子
細
有
て

右
甚
左
衛
門
之
分
家
と
相
成
、
是
よ
り
氏
を
福
田
と
改
、
し
か
る
に
岡
右
衛
門
実
子

新
次
郎
生
得
農
家
を
好
ま
す
、
武
家
執
心
に
よ
り
、
明
石
侯
之
家
士
大
谷
氏
の

                                         

大
谷
氏
之
妻
女
ハ

養
子
と
な
り
彼
家
を
相
続
す
、                      

岡
右
衛
門
名
跡
ハ
大
蔵
村
石
井
龍
助
次
男
政
八

                                                

岡
右
衛
門
姉
な
り  

を
養
子
し
て
、
家
督
を
譲
り
、
天
保
六
乙
未
岡
右
衛
門
六
十
一
歳
・
妻
女
五
十
六
歳

に
し
て
、
故
郷
大
蔵
村
帰
里
、
隠
宅
を
構
ひ
、
塵
世
を
遁
れ
念
仏
三
昧
に
て
、

楽
隠
居
の
身
と
な
る
こ
と
諸
人
の
う
ら
や
む
所
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
保
六
乙
未
の
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
二
翁
　
大
谷
長
政
（
花
押
）

岡
右
衛
門
夫
妻
の
生
涯

　
正
装
し
た
夫
妻
が
穏
や
か
な
表
情
で
着
座
し
て
い
る
。
二
人
の
前
に
は
朱
塗
り
の
三
つ
組
盃

に
盃
台
、
銚
子
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
肖
像
画
の
賛
に
記
さ
れ
た
夫
妻
の
生
涯
と
合
わ
せ
て

考
え
る
と
、
こ
の
絵
は
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）、
肖
像
画
の
主
・
岡
右
衛
門
が
数
え
六
十
一

歳
の
還
暦
を
迎
え
た
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
以
下
、
賛
の
記
す
と
こ
ろ
に
拠
り

な
が
ら
、
岡
右
衛
門
夫
妻
の
生
涯
を
見
て
い
く
。

　
岡
右
衛
門
は
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
大
蔵
村
安
藤
茂
兵
衛
と
同
村
石
井
直
右
衛
門
妹

と
の
間
に
生
ま
れ
た
。
大
蔵
村
は
、
村
高
二
七
〇
石
余
り
、
彦
根
藩
と
旗
本
三
浦
氏
の
相
給
村

落
で
あ
る
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
の
村
鑑
に
よ
る
と
、
村
内
の
家
数
は
百
十
一
軒
、
人
数

は
四
百
五
十
八
人
で
あ
っ
た
。
岡
右
衛
門
の
生
家
安
藤
家
は
、
当
主
が
代
々
「
六
右
衛
門
」
を

名
乗
っ
て
お
り
、
岡
右
衛
門
の
父
茂
兵
衛
は
、
安
藤
六
右
衛
門
家
四
代
当
主
で
あ
っ
た
。
五
代

六
右
衛
門
（
助
三
郎
）
は
大
蔵
村
名
主
を
務
め
て
い
る
。

　
岡
右
衛
門
三
十
一
歳
の
時
、
同
村
石
井
直
右
衛
門
の
跡
継
ぎ
で
あ
っ
た
藤
八
が
病
死
し
た
。

藤
八
の
息
子
谷
三
郎
は
ま
だ
幼
か
っ
た
た
め
、
石
井
家
で
は
藤
八
の
妹
と
め
と
岡
右
衛
門
を
結

婚
さ
せ
、
谷
三
郎
の
後
見
と
し
て
岡
右
衛
門
を
迎
え
入
れ
た
。
岡
右
衛
門
は
、
安
藤
家
に
い
た

時
に
は
茂
八
を
名
乗
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
岡
右
衛
門
と
改
名
し
、
幼
い
谷
三
郎
を
支
え
た
。

当
時
は
、
亡
き
藤
八
の
父
直
右
衛
門
が
存
命
で
あ
っ
た
た
め
、
岡
右
衛
門
は
何
事
に
つ
け
老
父

の
意
に
従
っ
た
と
い
う
。

　
そ
れ
か
ら
十
五
年
後
、
谷
三
郎
が
成
長
す
る
と
、
岡
右
衛
門
は
祖
師
谷
村
福
田
甚
左
衛
門
が

所
持
し
て
い
た
水
車
を
譲
り
受
け
、
祖
師
谷
村
へ
引
き
移
っ
た
。
そ
の
数
年
後
、
事
情
が
あ
り

福
田
甚
左
衛
門
家
の
分
家
と
な
り
、
岡
右
衛
門
は
氏
を
福
田
と
改
め
た
。

　
岡
右
衛
門
が
移
り
住
ん
だ
祖
師
谷
村
と
は
、
大
蔵
村
の
北
側
で
境
を
接
す
る
下
祖
師
谷
村
の

こ
と
で
あ
る
。
下
祖
師
谷
村
は
、
村
高
三
八
五
石
余
り
の
幕
領
で
、
村
内
を
仙
川
用
水
が
南
流

　　
　

　　
Ⅳ 

農
民
の
肖
像
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福
田
岡
右
衛
門
・
と
め
〈
ふ
く
だ 

お
か
え
も
ん
・
と
め
〉

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
～
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
～
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

　

武
蔵
国
多
摩
郡
大
蔵
村
の
安
藤
茂
兵
衛
（
六
右
衛
門
）
家
に
生
ま
れ
る
。
通
称
茂
八
。

三
十
一
歳
で
同
村
石
井
直
右
衛
門
の
娘
と
め
と
結
婚
し
、
石
井
家
に
入
り
、
岡
右
衛
門

と
改
名
。
石
井
家
の
幼
い
跡
継
ぎ
谷
三
郎
を
支
え
た
。
の
ち
、
下
祖
師
谷
村
へ
移
り
、

水
車
を
経
営
、
福
田
甚
左
衛
門
家
の
分
家
を
創
始
し
た
。
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16　

福
田
岡
右
衛
門
夫
妻
肖
像
画
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絹
本
著
色

筆
者　

不
詳

賛
者　

大
谷
長
政

作
成
年
代　

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）

縦
八
五
・
七
㎝
×
横
五
四
・
五
㎝

個
人
蔵

福
田 

岡
右
衛
門
・
と
め
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附
録『

文
武
高
名
録
』

　『
文
武
高
名
録
』
は
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
、
新
井
朝
定
な
る
人
物
が
編
輯
発

行
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
本
の
編
者
新
井
朝
定
は
、
旧
幕
臣
で
、
元
の
名
を
江
川
主
殿
と
い
っ
た
。
鳥
羽
伏
見
の

戦
い
の
後
、
新
政
府
に
つ
き
、
戊
辰
戦
争
に
際
し
て
は
東
山
道
鎮
撫
総
督
岩
倉
具
定
に
従
っ
て

宇
都
宮
な
ど
に
出
陣
し
た
。

　
維
新
後
は
、
各
地
を
漫
遊
し
て
諸
名
家
を
訪
ね
、
揮
毫
を
請
う
て
書
画
を
蒐
集
し
た
。

　
こ
う
し
て
集
ま
っ
た
書
画
の
紹
介
に
そ
の
作
者
の
肖
像
、
略
歴
を
附
し
て
冊
子
に
ま
と
め
た

も
の
が
、『
文
武
高
名
録
』
上
下
二
冊
で
あ
る
（『
皇
国
武
術
英
名
録
』〈
全
五
巻
〉
も
上
梓
し

て
い
る
）。

　
こ
の
『
文
武
高
名
録
』
に
は
、
岡
本
黄
石
（
左
の
写
真
）
を
は
じ
め
、
彼
に
近
し
い
人
々
の

肖
像
画
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
参
考
ま
で
に
そ
の
凡
例
を
以
下
に
示
し
て
お

こ
う
。

　
　
　
　
凡
例

本
編
ハ
維
新
後
海
内
著
名
ノ
搢
紳
高
僧
文
人
剣
客
豪
商
女
流
等
ノ
小
伝
写
像
詩
文
和
歌
題
字
序

文
図
画
等
ヲ
蒐
輯
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

一
本
編
中
各
家
掲
載
ノ
順
序
ハ
高
大
諸
君
然
諾
ノ
年
月
ヲ
以
テ
逐
次
編
輯
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一
本
編
小
伝
ハ
概
ネ
寄
贈
ノ
者
ヲ
記
載
ス
ト
雖
ト
モ
紙
数
限
局
ア
ル
ヲ
以
テ
取
捨
ナ
ク
能
ハ

　
ス
且
ツ
各
家
ノ
肖
像
ハ
写
真
ニ
由
リ
テ
伝
写
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
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大
沼
枕
山
〈
お
お
ぬ
ま 

ち
ん
ざ
ん
〉

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
～
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）

　
幕
末
・
明
治
前
期
の
漢
詩
人
。名
は
厚
・
益
友
。通
称
捨
吉
字
名
は
子
寿
・
直
公
。別
号
は
他
に
熈
々
堂
・

水
竹
居
。
江
戸
下
谷
生
ま
れ
。
十
歳
の
時
、
父
（
尾
張
藩
儒
・
大
沼
竹
渓
）
と
死
別
し
、
叔
父
鷲
津

益
斎
に
養
わ
れ
る
。
叔
父
の
塾
で
学
ん
だ
後
、江
戸
に
出
て
、梁
川
星
巌
の
「
玉
池
吟
社
」
に
参
加
し
、

宋
の
范
石
湖
や
楊
成
斎
の
詩
風
を
学
ぶ
。
気
韻
の
高
い
作
品
を
発
表
し
て
、
世
人
の
視
聴
を
集
め
た
。

小
野
湖
山
・
森
春
涛
と
並
ん
で
明
治
漢
詩
壇
の
第
一
人
者
と
な
る
。
御
徒
町
に「
下
谷
吟
社
」を
主
宰
し
、

そ
の
門
弟
は
千
人
を
数
え
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
関
雪
江
・
杉
浦
梅
譚
・
中
根
半
嶺
ら
が
輩
出
し
て

い
る
。『
枕
山
詩
鈔
』 『
房
山
集
』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
岡
本
黄
石
は
同
門
の
弟
子
で
あ
る
。
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小
野
湖
山
〈
お
の 

こ
ざ
ん
〉

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
～
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

　
名
を
巻
、
の
ち
、
長
愿
と
い
い
、
こ
れ
を
修
し
て
愿
と
い
っ
た
。
本
姓
横
山
。
通
称
を
仙
助
、
侗

之
助
と
い
う
。
字
は
懐
之
、
士
達
、
舒
公
。
号
に
は
湖
山
の
ほ
か
、
狂
々
道
人
な
ど
が
あ
る
。
近
江

東
浅
井
郡
高
畑
村
（
三
河
吉
田
藩
領
）
の
医
師
横
山
玄
篤
の
子
と
し
て
同
地
に
生
ま
れ
る
。
十
七
歳

の
時
、
梁
川
星
巌
の
門
下
に
入
り
、
頭
角
を
顕
す
。
嘉
永
五
年
、
吉
田
藩
か
ら
招
か
れ
て
江
戸
で
儒

臣
と
な
っ
た
。
ペ
リ
ー
来
航
以
来
諸
藩
の
志
士
と
尊
攘
を
主
張
し
た
が
、
安
政
の
大
獄
が
起
こ
る
に

及
ん
で
、
こ
れ
に
連
座
す
る
こ
と
を
危
惧
し
た
藩
主
の
命
に
よ
り
国
元
に
幽
閉
さ
れ
た
。
以
後
、
小

野
姓
を
名
乗
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
吉
田
へ
護
送
さ
れ
る
唐
丸
駕
籠
に
付
さ
れ
た
木
札
に
「
松
平
伊
豆

守
預
リ
罪
人
小
野
侗
之
助
」
と
あ
っ
た
こ
と
に
因
む
と
い
う
。
の
ち
、
赦
さ
れ
て
藩
黌
時
習
館
の
教

授
と
な
っ
て
か
ら
も
、
藩
内
尊
王
論
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）、
徴
士

と
な
り
新
政
府
に
出
仕
、
つ
い
で
豊
橋
藩
権
少
参
事
と
な
っ
た
。
同
五
年
上
京
、
生
来
の
詩
才
を
認

め
ら
れ
詩
壇
に
名
声
を
博
す
こ
と
と
な
る
。
岡
本
黄
石
は
同
門
の
兄
弟
子
で
、
や
は
り
同
門
の
大
沼

枕
山
と
と
も
に
、『
黄
石
斎
』
一
集
～
五
集
に
評
を
付
け
る
な
ど
、
二
人
は
生
涯
深
い
親
交
を
も
っ
た
。

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃


	内容見本.pdf
	内容見本2
	内容見本3
	内容見本4
	内容見本5
	内容見本6

